
㈱R-CORPORATION外部評価事業部

地域密着型サービスの外部評価項目構成

項目数

Ⅰ．理念に基づく運営 8

１．理念の共有 1

２．地域との支えあい 1

３．理念を実践するための制度の理解と活用 3

４．理念を実践するための体制 2 　○項目番号について

５．人材の育成と支援 0 外部評価は20項目です。

「外部」の列にある項目番号は、外部評価の通し番号です。

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援 1 「自己」の列にある項目番号は、自己評価に該当する番号です。参考にしてください。

１．相談から利用に至るまでの関係づくりとその対応 0

２．新たな関係づくりとこれまでの関係継続への支援 1

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント 5 　○記入方法

１．一人ひとりの把握 1 ［取り組みの事実］

２．本人がより良く暮らし続けるための介護計画の作成と 1
　　見直し ［次ステップに向けて期待したい内容］

３．多機能性を活かした柔軟な支援 0

4．本人がより良く暮らし続けるための地域資源との協働 3

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　 6

１．その人らしい暮らしの支援 4

２．その人らしい暮らしを支える生活環境づくり 2 　○用語の説明
家族等

合計 20 家　 族

運営者

職員

チーム

梨雲ハウス平戸

＝事業所の経営・運営の実際の決定権を持つ、管理者より上位の役職者（経営者と同
義）を指します。経営者が管理者をかねる場合は、その人を指します。

＝管理者および常勤職員、非常勤職員、パート等事業所で実務につくすべての人を含み
ます。

＝管理者・職員はもとより、家族等、かかりつけ医、包括支援センターの職員等、事業所
以外のメンバーも含めて利用者を支えている関係者を含みます。

次ステップに向けて期待したい内容について、具体的な改善課題や取り組みが
期待される内容を記入しています。

＝家族、家族に代わる本人をよく知る人、成年後見人などを含みます。

＝家族に限定しています。

＜認知症対応型共同生活介護用＞
＜小規模多機能型居宅介護用＞

ヒアリングや観察などを通して確認できた事実を客観的に記入しています。

評価確定日 平成25年3月31日

評価機関名 株式会社　R-CORPORATION

訪問調査日 平成25年2月25日

事業所名

法人名 有限会社　梨の実

評 価 結 果 報 告 書 事業所番号 1471001022



㈱R-CORPORATION外部評価事業部
自己評価及び外部評価結果

【事業所概要（事業所記入）】 【評価機関概要（評価機関記入）】

評 価 機 関 名

所　　在　　地

法　　人　　名 訪 問 調 査 日 平成25年2月25日

事　業　所　名

（ 244-0803

名

名

名

18 名

2 ﾕﾆｯﾄ

自己評価作成日

※ 事業所の基本情報は、介護サービス情報の公表制度のホームページで閲覧してください。

基本情報リンク先

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

【地域密着型サービスの外部評価項目の構成】

外部評価項目

 1 ～  7

8

 9 ～ 13

14 ～ 20

自己評価項目

平成25年3月31日
評  価  機  関
評 価 決 定 日

事 業 所 番 号

評価項目の領域

定員　計

ﾕﾆｯﾄ数

　有限会社　梨の実

1471001022
平成16年1月15日

平成　24　年度

株式会社　Ｒ－ＣＯＲＰＯＲＡＴＩＯＮ

〒221-0835　横浜市神奈川区鶴屋町3-30-8ＳＹビル2Ｆ

【外部評価で確認した事業所の優れている点・工夫点（評価機関記入）】

事業の開始年月日

平成16年1月1日指 定 年 月 日

Ⅴ アウトカム項目

評 価 結 果
市町村受理日

平成25年7月1日

Ⅲ その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

①このホームは(有)梨の実の経営で、オーナーはこの地の出身であり、かつて先代はこの地
で浜梨で知られる梨畑を経営していたが、地域の方の「グループホームを建てたい」という
言葉がきっかけで、開設に至った。県の担当者から「君は君のホームを作ればよい」と助言
を受けをたこともあり、思い入れのあるホームとなった。立地はJR東戸塚からバスで５分
程、国道１号線沿いのバス停から徒歩３分の便利な所で、隣には竹林、少し坂を上がると富
士山が望める自然豊かな場所である。庭では野菜や果樹が育てられ、食卓に上り、入居者に
季節を感じて頂けている。ホームのケアは「自分らしく生きるための環境と家庭的な雰囲気
の中でゆとりと生きがいの提供を心がけたい」という理念を全職員で共有し、個別対応を心
がけたケアにあたっている。特に利用者については「その人に対して何をしてあげられる
か」を知ることは難しく、チームワークで利用者の希望の把握と実現に取り組んでいる。
ホーム設立から１０年、係わった職員のうち今も４６人が残っており、チームワークの良さ
が感じられる。小さい子供のいる方でも働きたいとの思いを受け入れ、２時間勤務の体制も
あるが、強い責任感を持ってケアに臨んでいる。
②町内会に加入し、防災訓練に参加したり、ホームの納涼祭・秋刀魚の会・バザーなどの行
事に近隣の方に来て頂く等の交流をしている。ボランティアで近くの男性が草むしりや畑の
手入れ、秋刀魚を焼くお手伝いに来て下さっている。地域の中学校２校の職業体験学習に協
力し、認知症の理解を深めてもらえるよう努めている。また、地域への発信にも心がけ、
元々は内部研修の機関であった「梨の実塾」をご家族→ひよどりの会（退職した職員の会）
→退去されたご家族→地域に広げ、テーマに応じて呼びかけを行ない、皆で心のケアを考え
る活動を展開して好評である。職員のレベルアップに、この梨の実塾の果たす役割が大き
い。
③職員の教育については内部の勉強会の充実を図ることを基本とし、神奈川県、横浜市、戸
塚区、ケアプラザなどの外部研修も活用し、研鑽を図っている。ご家族に対しては毎月１回
一人ひとりの写真を添えたお便りを家族に送り、近況の報告をしている。

・勤続年数の長い職員が多いです。利用者・家族の方々にとって、馴染みの関係を提供
し、安心していただけることに努めています。
・職員にとって、仕事と家庭を両立させやすい職場です。
・利用者の個別の対応を心がけています。皆さんの言葉に耳を傾け、出来る事、出来ない
ことを話し合い伝えることを心がけ、良い関係を構築するよう努めています。
・畑に作物を耕作し、四季折々の野菜等の収穫を利用者と共に楽しんでいます。
・日頃より、経営者が関わることで介護者の思い、やりたい事が実現しやすい現場です。

宿泊定員

Ⅰ 理念に基づく運営

Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援

36 ～ 55

56 ～ 68

）

　横浜市戸塚区平戸町1156-1

Ⅳ その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

15 ～ 22

23 ～ 35

　□　小規模多機能型居宅介護

平成25年2月15日

 1 ～ 14

サービス種別

定　 員　 等

　梨雲ハウス平戸

登録定員

通い定員

　■　認知症対応型共同生活介護

所　　在　　地



56 ○ 1，ほぼ全ての利用者の 63 　 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの ○ 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある ○ 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 66 ○ 1，ほぼ全ての職員が

2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
区過ごせている。
（参考項目：30,31）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

　　梨雲ハウス平戸

　　豊　　　水

 事業所名

 ユニット名

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

　Ⅴ　アウトカム項目

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所
理念をつくり、管理者と職員は、その理念を共
有して実践につなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けら
れるよう、事業所自体が地域の一員として日常
的に交流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知
症の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向
けて活かしている

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実
際、評価への取り組み状況等について報告や話
し合いを行い、そこでの意見をサービス向上に
活かしている

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事
業所の実情やケアサービスの取組みを積極的に
伝えながら、協力関係を築くように取り組んで
いる

・ヘルパールーム、事務所に理念を掲示し皆で
共有、実践するように努めています。
利用者が今まで過ごされてきた時間を大切にな
がら、ホームでのあらたな時間を築き上げてい
くことに努めていきます。

開所当時からの理念を今も生かし、ヘルパールー
ム、事務所など目につく所に掲示し、全職員で共有
しケアにあたっている。新職員には、採用時の面談
にて理念の説明をしている。利用者が今まで過ごし
てきた生活を大切にし、ホームでの豊かな共同生活
を過ごせるよう支援に努めている。

今後の継続

　Ⅰ　理念に基づく運営

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

・獅子舞・梨狩り・秋刀魚の会・夏祭り・
バザー等ボランティア、地域住民との交流に努
めています。
・町内会の防災訓練に参加し地域の一員として
利用者と共に生活していけるよう積極的に取り
組んでいます。

町内会には回覧板・ポスターの掲示、家族には年間
予定表で行事をお知らせし、ボランティアの方々に
支えられて毎年、梨狩り・秋刀魚の会・夏祭り・バ
ザーなどを開催、地域の方にも楽しんで頂いてい
る。町内会の防災訓練に参加、又地元中学校の職業
体験学習の受け入れ先にもなっている。

今後の継続

・地域老人会の方々、尺八・歌・お茶会等のグルー
プが定期的に訪問していただいています。
・近隣の方々の行事へのお誘いをし、認知症の理解
と共に交流を心がけています。
・地域中学校（２校）の体験学習に協力し認知症の
理解を深めていただけるよう努めています。

・年６回の開催に努めました。
・家族より行事への積極的な参加への申し出が
あり共に過ごす時間が増えました。
・多くの家族が出席していただける中でいろい
ろな思いや要望、情報、アドバイス等を活かせ
るように努めています。

２４年度は年６回の開催をし、多くの家族が集まる
良いきっかけになった。行事にも積極的なお手伝い
を頂け、防災訓練にも意見を頂けた。メンバーは町
内会長・民生委員・地域包括支援センター主任マ
ネージャー・ご家族・職員で事故報告や事業報告を
し頂いた意見を運営に生かしている。

今後の継続

・行政による連絡会等への参加、お知らせは回
覧等しています。
・地域包括センター等での集まりには参加し
サービスの情報交換に努めています。
・単身の生活保護受給者には区役所の担当者と
相談しながら協力関係を築くよう努めていま
す。

横浜市、戸塚区、グループホーム連絡会の講習、研
修会に出席、また、区主催のグループホーム連絡会
では事業所の状況報告と諸相談を行い、助言を求め
ている。生活保護受給者の相談では、市窓口の生活
保護課と連絡交流がある。ケアプラザに地域のケア
マネが集まる”ケアマネサロン”があり、研修・勉
強会・在宅医師の情報交換などをし、有意義な関係
が出来ている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サー
ビス指定基準及び指定地域密着型介護予防サー
ビス指定基準における禁止の対象となる具体的
な行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を
含めて身体拘束をしないケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について
学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での
虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成
年後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必
要性を関係者と話し合い、それらを活用できる
よう支援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並
びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

「基本的に身体拘束をしないケアを心がける」とい
うことを、会議の中の勉強会、毎朝の申し送り時に
話し合っている。ご自分で鍵を開けて出て行かれる
方がおり、やむを得ず玄関施錠をし、職員が常に鍵
を携帯し不自由な思いをしないように心がけてい
る。常に開けられる試みは忘れないようにしてい
る。言葉については、ご家族が「大切にしてもらっ
ている」と云う言葉を常に考え、改善を心がけてい
る。

・契約時、外部・内部の苦情相談窓口を説明し
連絡先を見やすいところに掲げています。
・ケアプラン打ち合わせ・運営推進会議・行事
等の中で利用者・家族との意識のすり合わせに
努め運営に反映するよう心がけています。

利用者の意見については、日常の見守り時に気付き
や、本人から直接意向を聞くようにしている。ご家
族等の意見は来訪時、電話等での意見を考慮するよ
うにしている。運営推進会議についてはご家族全員
に声をかけ、出席できる人は出て頂いており、常
時、平均７～８人が参加されるので、運営推進会議
での意見が参考となっている。ケアプランの打合せ
時にも意見・要望を聞き計画及び運営に反映させて
いる。毎月１回のお便りで、ホームの１か月の行事
や様子、ご本人の様子を写真入りで載せ、ご家族に
近況報告している。

今後の継続

・成年後見人制度（家族・司法書士）を活用さ
れている利用者がいらっしゃいます。
・家族や司法書士の方に、話を伺い理解に努め
ています。

・勉強会を通して拘束と共に虐待の認識のすり
合わせをしています。言葉・姿勢に対して気付
いた時に話し合うことで確認し合っています。
・排泄・入浴等その際に変化（傷・痣）がない
か観察をしています。

・会議の中で勉強会を設け、職員への理解周知
に努め、「身体拘束をしないケア」の実践を心
がけています。
・危険防止・防犯のため、やむを得ず玄関の施
錠をしていますが、職員それぞれが鍵を携帯し
利用者が不自由な思いをしないように心がけて
います。

今後の継続

・契約前・契約時には重要事項説明書および契
約書をお話し、ホームでの生活を理解していた
だくことに努めています。
・入居年数が長くなり重度化に伴う不安・負担
についても、それぞれの様子に見合った対応を
心がけています。

㈱R-CORPORATION外部評価事業部



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりが
いなど、各自が向上心を持って働けるよう職場
環境・条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていく
ことを進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相
互訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上
させていく取組みをしている

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けな
がら、本人の安心を確保するための関係づくり
に努めている

・「梨の実塾」を年５回開催しています。外
部・内部から講師をお願いし、技術・知識・意
識の向上に皆で取り組んでいます。
・研修内容をフロア会議で報告し理解・周知に
努めています。

・職員のライフスタイルを重視し（家庭環境・
日数・時間帯・時間数）皆が安心して携われる
よう職場の環境整備に努めています。
・緊急時の対応、突発的な事情による遅刻早
退・欠勤・休職にも柔軟に対応できるよう努め
ています。

近隣の他事業所の行事に参加し、代表者・管理
者・ケアマネジャー・職員との交流の時間から
サービスについて意識の向上に努めています。

・申し送り・朝礼・会議・起案書等で職員の意
見や要望、提案を出していただく機会を設けて
います。また、いつでも気軽に意見等が言える
雰囲気作りに努めています。
・代表者、管理者からの声かけを心がけていま
す。

申し送り・朝礼・会議・起案書等で職員の意
見、要望、提案を聞く機会を設けている。短時
間勤務の職員との対話も、ホーム長や管理者が
するように心がけている。研修や勉強会の”梨
の実塾”を年５回開催し、技術や意識の向上に
取り組んでいる。

今後の継続

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

・見学時、事前面談時の聞き取り、アセスメン
ト時に今までの生活様式・環境・状況を把握す
ることに努めています。
・ご本人に向き合い、不安・要望等の把握に努
め入居していただけるよう努めています。

㈱R-CORPORATION外部評価事業部



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾
けながら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族
等が「その時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努めてい
る

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置か
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いてい
る

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置か
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に本
人を支えていく関係を築いている

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めてい
る

・見学、面談、入居にあたり聞き取り、話し合
いで希望、悩み、不安等を受け止めることに努
めています。
・家族が気軽に思いを話していただけるよう雰
囲気づくりを心がけ、良い関係づくりに努めて
います。

・入居前後より家族と意見のすり合わせを重ね
ています。少しでも安心していただけるよう
に、その方の必要とすることを考えて対応する
ことを心がけています。

・一緒に食卓を囲み喜怒哀楽を共有し、安心し
て生活できるように努めています。
・その都度、家族と確認しあい出来る事、やり
たい事をしていただきながら、生活できるよう
支援しています。（食事づくり・配膳下膳・洗
濯干し・ごみ出し・伴奏・落ち葉掃き）

・家族の都合のよい時間に面会していただいて
います。（教会・コンサート・散歩・食事）
・相談の上、自宅への外泊・外出・食事を楽し
まれています。
・家族の気持ちを受け止めホームとして良好な
関係づくりに努めています。

・家族、親戚、知人等の面会・外出は自由にし
ていただいています。（買い物・食事・コン
サート等）
・居室で家族・知人とのおしゃべりを楽しみ、
大好物を召し上がったりしています。

家族・親戚・知人等の面会や外出は自由にして
頂いている。家族と墓参りに行く方や、利用者
の通っている協会のゴスペルコンサートにお連
れしたり、アイドルのコンサートに職員がご一
緒したりと、利用者の心に寄り添った支援をし
ている。

今後の継続

㈱R-CORPORATION外部評価事業部



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよ
うな支援に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまで
の関係性を大切にしながら、必要に応じて本
人・家族の経過をフォローし、相談や支援に努
めている

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把
握に努めている。困難な場合は、本人本位に検
討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活
環境、これまでのサービス利用の経過等の把握
に努めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有す
る力等の現状の把握に努めている

・「ひよどりの会」に入会していただき退居さ
れた方・退職された職員等との交流に努めてい
ます。（行事への参加、お手伝い・勉強会への
お誘い）
・自宅に戻られた方がホーム等の行事に遊びに
来られ、利用者と職員との時間を楽しんでいた
だいています。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

・利用者同士の関係性の把握に努め、見守り・関わること
で穏やかに過ごしていただけるよう努めています。
・アクティビティ等で利用者が苦手なことでも職員が手伝
わせていただくことで楽しんでもらえるよう努めていま
す。
・難聴の方には孤立しないように、職員の介入によって関
われるよう努めています。

・アクティビティ、外出等の参加について、利用者の意に
添うよう、その方の生活ペースを守っています。
・一人ひとりの思いや希望の把握に努めています。
・言葉で表現されない方には時間をかけ、職員と話しなが
ら、本人の気持ちに寄りそえるよう心がけています。
・本人の希望で買い物へ出かけ、好きな洋服を選んでいた
だきました。

「本人の思いを汲んで今出来ることを今やろ
う」を共通の思いにして、希望や意向の把握に
取り組んでいる。映画・コンサート・海が見た
い・買い物に行きたい等の要望をお聞きし、実
行しているが、帰って来た時の表情がとても良
く、楽しいお話をお聞きできている。

今後の継続

・入居されるまでの生活環境・趣味・仕事・家
族との関係性を伺い、グループホームでの生活
に取り入れるように努めています。
・ホームでの生活に慣れるまでの時間、家族と
共に相談・検討しながら、これまでの暮らしの
把握に努めています。

・フロアー会議、毎朝の申し送り、夜勤者への
申し送りなどで、一人ひとりの心身の状態を共
有し、食事、睡眠、排泄等生活リズムを把握す
るよう努めています。
・変化の著しい方には、「行動表」を作成し、
情報の共有に努めています。

㈱R-CORPORATION外部評価事業部



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
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外部評価

26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり
方について、本人、家族、必要な関係者と話し
合い、それぞれの意見やアイディアを反映し、
現状に即した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫
を個別記録に記入し、職員間で情報を共有しな
がら実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔
軟な支援やサービスの多機能化に取り組んでい
る

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把
握し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊
かな暮らしを楽しむことができるよう支援して
いる

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援
している

・入居前、アセスメント表に記入していただき、こ
れまでの生活の様子等を把握し、グループホームで
活かされるよう努めています。
・定期的あるいは必要な時は、家族・利用者と打ち
合わせをして「～したい」という気持ちを大切に計
画をたてることに努めています。

入居時に、先ずアセスメント表（６枚程度）を書い
て頂いた上で、ご自宅に伺い、本人・家族と話し合
い、質問や生活を見せて頂いた上で暫定の介護計画
を策定し、見守りの上本プランを策定し、家族も交
えて中間で評価し、個人担当に意見を聞き、カン
ファレンスで検討の上、次回の介護計画を策定して
いる。本人の「～したい」と言う気持ちを大切にプ
ランをたてている。計画をもとに申し送り時に変
化、気づきを報告し合い、現状に合ったケアに努め
ている。

今後の継続

・介護日誌に日々の様子・変化・気付き等を記
録しています。特に急変し緊急を要することは
ボードにはり、情報の共有に努めています。
・ケアプランにそって実践されているか確認し
ながら見直しに努めています。

・家族と一緒に日帰り旅行を希望される方には
ヘルパー事業所の紹介、訪問リハビリを希望さ
れる方には理学療法士の紹介等、家族の希望に
柔軟に対応するよう心がけています。

・定期的にサークルやボランティアの方々等に
訪問していただいています。地域の方々と交流
しながら皆で楽しめるよう努めています。
・ホームでの行事（バザー・夏祭り等）に近所
の方々に参加していただき、交流の場を広げる
ことを心がけています。

・利用者および家族の希望にそって、かかりつ
け医を決めていただき、定期的に受診・往診を
しています。
・緊急時は、かかりつけ医の指示を仰ぎ対応に
努めています。
・かかりつけ医との良好な関係を大切にするこ
とを心がけています。

入居前からの掛かりつけ医が６～７か所あり其々定
期的に受診・往診をしている。状況の変化に伴い、
掛かりつけ医の変更にも相談しながら適切な医療を
受けられるよう支援している。開設時からお世話に
なっている近くの内科とは、急変時にも対応して頂
いている。良好な関係性を築き、維持できるよう心
がけている。

今後の継続

㈱R-CORPORATION外部評価事業部
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報
や気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等
に伝えて相談し、個々の利用者が適切な受診や
看護を受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるよう
に、病院関係者との情報交換や相談に努めてい
る。又は、そうした場合に備えて病院関係者と
の関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事
業所でできることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

・利用者の日々の生活からの気づきを、かかり
つけ医、訪問看護師に伝え、個々に見合った受
診、往診、訪問看護を受けています。また、変
化があった時は、連絡をとり指示を仰いでいま
す。

・入院時、詳細な情報を伝えています。また、
退院に向けて医師・看護師と前もって打ち合わ
せの時間をいただけるよう努めています。
・急変時は、速やかに報告し指示をいただける
ようお願いしています。

・ケアプラン時等、家族の意向を伺い、その旨
をかかりつけ医に伝え、方針の共有に努めてい
ます。
・状況により家族・かかりつけ医・ホームの三
者の話し合いを持ち、支援方針の決定に努めて
います。

ケアプラン時に家族の意向を伺い、その旨を掛かり
つけ医に報告している。ターミナルに向けての心構
えなどを、近くの内科の医師に助言して頂き、職員
の安心に繋げることが出来た。日頃から本人・家族
の意向の把握に努めている。終末期を迎えた場合の
対応としては、家族、かかりつけ医、職員の三者の
話し合いを持つことで方針の共有に努めている。

今後の継続

・日中や夜間等の急変、事故時のマニュアルは
目につくところに掲示しています。また、ケア
プランに利用者の対応・連絡方法が記載してい
ます。
・年２回消防訓練を行っています。その際、消
防署の方々から緊急時の対応・応急処置の指導
をいただいています。
・地域の防災訓練に参加し、ホームの状況を把
握していただいています。
・避難訓練を行い、災害時の対応を身につける
ことに努めています。
・備蓄倉庫を設置し防災用品の充実に努めてい
ます。また、家族には、いろいろな側面からの
協力をお願いしています。

年２回消防署の指導の下、実際の手順に従って防災
訓練・避難訓練を行っている。地域の防災訓練に参
加し、その折にホームの状況を把握して頂いてい
る。スプリンクラーを取り付け、災害に考慮し備蓄
倉庫も設置、環境整備に努めている。防災用品や衛
生用品など日常生活用品の確保に心がけている。

今後の継続

㈱R-CORPORATION外部評価事業部
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36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバ
シーを損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどの
ように過ごしたいか、希望にそって支援してい
る

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよ
うに支援している

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの
好みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒
に準備や食事、片付けをしている

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

・年間目標の「接遇」を具体的にあげ、定例会議等
で話し合い・確認し、一人ひとりの人格・プライバ
シーについて、意識の向上に努めています。
・入居期間が長くなり、気付かぬうちに人格やプラ
イバシーを損ねる言葉がけをしていないか等々、確
認し合える環境づくりに努めています。

テーマを掲げながら研修をしており、昨年に続き
「接遇」を取り上げた。勤続年数が長くなると「な
れあい」になりがちで、注意し合えるような職場環
境に持っていきたいとの思いで対応している。利用
者のプライバシーに配慮した声掛けを大事にしてい
る。

今後の継続

・選択肢を用意し、自己決定の機会をつくるよう心
がけています。
・行事の参加、衣類の選択、食事の時間等利用者の
意思・様子を尊重することに努めています。
・自己決定の困難な方には、本人の気持ちになり、
その時の表情やしぐさ等で思いをくみ取ることに努
めています。

・食事や入浴、おやつ、アクティビティ等その
都度、声かけをしますが、その日の様子から、
その方の思いを大切にすることを心がけていま
す。

・季節ごとに衣替えを一緒にするようにしています。
・朝の整容を促し、気持ちの良い一日の始まりに努めてい
ます。また、入浴後、化粧水・乳液・クリームなどの肌の
手入れをしています。
・美容師（ボランティア）の方に、それぞれ希望を伝え、
お気に入りの髪型にしてもらっています。

・旬の食材を畑で収穫・調理して召し上がって
いただいています。（なす・ゴーヤ・ふきのと
う・タラの芽等）
・食材の下ごしらえ、盛り付け等のお手伝いを
していただいています。
・お盆に食事をセットし、お気に入りの食器で
食事を楽しめるよう配慮しています。

１階・２階それぞれの職員が３か月交替で１か月分
のメニューを作っている。食材は、生協・八百屋・
魚屋、米は福島の農家に発注している。誕生日には
本人の食べたい物をお聞きし、外食したり、お寿司
や刺身を取ったりしている。パンの希望には昼の職
員の目が行き届く時に提供している。

今後の継続
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ
て確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習
慣に応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、
一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔
ケアをしている

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひと
りの力や排泄のパターン、習慣を活かして、ト
イレでの排泄や排泄の自立に向けた支援を行っ
ている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴
を楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯
を決めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援
をしている

・その日の食事量や水分量を記録しています。
・水分摂取の少ない方には声かけ、好きな飲み
物等を用意するなど、摂っていただけるよう工
夫しています。
・ミキサーやキザミ、とろみや盛り付け分量な
どを工夫しています。

・食前にうがい等をして、誤嚥の予防に努めていま
す。
・食後、ご利用者の様子を見て、根気よく声かけし
て口腔ケアに努めています。
・夕食後、義歯は外して洗い、ワーカールームにて
保管して消毒しています。
・口腔ケアチェック表を食後につけています。

・排泄パターンを把握し、トイレ誘導を心がけ
ています。
・毎食後、排泄の機会を逃さないように心がけ
ています。
・立位をとっていただける限り、日中はオムツ
を使わないように努めています。

排泄チェック表から利用者の生活リズムに合った声
かけに努め、表情や仕草など一人ひとりのサインを
見逃さないよう誘導することを心がけている。立位
の取れる利用者には、二人体制を取ってでも可能な
限り、トイレにお連れするよう努めている。一人一
人の気持ちを大切にして支援している。

今後の継続

・ヨーグルトや繊維食品等、食事から摂取して
いただくことを目指しています。
・毎日のアクティビティ等（体操・散歩等）適
度な運動を心がけています。

・一人ひとりの体調や希望を伺い、声かけに
よって入浴を促し、楽しんでいただけるよう努
めています。
・季節ごとに菖蒲湯・ゆず湯・みかん湯等（地
域の方々の協力）を楽しんでいただいていま
す。

入浴は利用者のその日の体調や希望を考慮しなが
ら、楽しんでもらっている。基本的には週に３～４
回の入浴だが、夏場はｼｬﾜｰ浴を含め、毎日入る方も
いる。車椅子の方はリフト入浴の支援もあり、職員
の見守りで一人で入浴を楽しまれる方もいる。風呂
場はリフト、床暖房、エアコン、乾燥機なども完備
している。

今後の継続
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよ
う支援している

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、
用法や用量について理解しており、服薬の支援
と症状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、
一人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援に努めている。また、普段
は行けないような場所でも、本人の希望を把握
し、家族や地域の人々と協力しながら出かけら
れるように支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解
しており、一人ひとりの希望や力に応じて、お
金を所持したり使えるように支援している

・利用者の様子や希望を伺い、安心していただ
けるよう居室の明暗・室温・室温・音などの配
慮をしています。
・一人ひとりの体調に合わせて休んでいただい
ています。また、気持ちよく過ごしていただけ
るよう整理整頓に努めています。

・一人ひとりの配薬表を作り、薬の説明書をつ
け職員の理解・周知に努めています。
・服薬の変更時には、報告・指示・掲示など速
やかに対応することを心がけています。

・居室の掃除や洗濯干し、たたみ、メニュー書き等
できる限り、自分のことは自分で…役割を持ってい
ただけるよう心がけています。
・興味のあるアクティビティ等に参加していただい
ています。（尺八・お茶会等）
・陽気の良い日は散歩・買い物など気分転換に心が
けています。

・皆さんの様子を見ながら、散歩・ドライブ・
買い物を楽しんでいます。
・家族や知人と外食・喫茶を楽しまれていま
す。
・家族の記念日や歳時等それぞれの希望に添え
るよう努めています。
・職員と外出や買い物を楽しんでいます。

体調を見ながら出来る限り散歩にお連れしてい
る。近場ではホタルの里・川上公園・ホームセ
ンター・コンビニへの買い物。遠出はズーラシ
ア・八景島シーパラダイス・山下公園など。羽
田空港へ出かけた時にはとても喜んでもらえ
た。

今後の継続

・一緒に外出し、希望の品物を購入していま
す。
・年２回のバザー、近隣のバザーで買い物を楽
しんでいます。
・利用者や家族の希望でお財布を所持している
方がいらっしゃいます。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手
紙のやり取りができるように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、
浴室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混
乱をまねくような刺激（音、光、色、広さ、温
度など）がないように配慮し、生活感や季節感
を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫
をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った
利用者同士で思い思いに過ごせるような居場所
の工夫をしている

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活
かして、本人が居心地よく過ごせるような工夫
をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わ
かること」を活かして、安全かつできるだけ自
立した生活が送れるように工夫している

・季節ごとに絵手紙を描き、家族や知人に送っ
ています。
・利用者や家族の電話での交流を実践していま
す。

・廊下やリビング、居室に利用者の作品、外出
先や季節に応じて行われた行事の写真をはって
楽しんでいます。
・月２回のフラワーアレンジの作品をリビング
に飾り季節感を取り入れています。
・面会者（家族・知人）にとって、心地よい空
間をつくるよう心がけています。

リビングやトイレに大きな空気清浄器を置き、
環境に配慮している。月２回花屋さんに依頼し
ている花でフラワーアレンジを利用者と一緒に
し、リビングに飾って季節感を感じられるよう
工夫している。利用者が思い思いの場所でくつ
ろげる様、数か所にソファーを配置している。

今後の継続

・和室にはソファーを置き、冬はホットカーペット
を敷き、気ままにゴロっとして頂いています。
・思い思いに動かして頂ける様、危険事故がないよ
うフロアの様子を見守っています。
・仲の良い友人とリビングに座り、楽しい会話をさ
れています。

・馴染みのある品々を置いていただき、使い慣れた
物を引き続き使っていただいています。
・居室内の配置は利用者と家族、職員と一緒に検討
し納得していただけるよう努めています。
・横になられることの多い方には、見やすい場所に
絵・写真・カードを置いています。

エアコン・クローゼット・ベッドがホームの備
付になっている。本人の馴染みの写真・人形・
タンスなどで居心地良く暮らせる空間になれる
よう工夫している。２階は居室の入口に個々の
のれんをかけて、独自性を出している。

今後の継続

・トイレ、居室がわかるように大きめの字で書
き、出来るだけご自分でトイレ・居室の行き来
が出来るように工夫をしています。
・皆で、洗濯物が干せるように物干し竿の高さ
を工夫しています。
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事業所
　梨雲ハウス平戸

作成日

〔目標達成計画〕

優 項

先 目 現状における 目標達成に

順 番 問題点、課題 要する期間

位 号

1 48
自立度が高い方が多く
なり、時間をもてあま
していることがある。

自立度の高い方々に生
活歴を活かし、それぞ
れの役割を持って活き
活きとした生活をして
いただく。

１２か月

注1）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注2）項目数が足りない場合は、行を追加すること。

具体的な取組み内容

平成25年2月25日

目　標　達　成　計　画

食事の準備・片付け・
洗濯物を干し、たたむ
等、日々の生活から出
来ることを見極め、は
りのある生活を送って
いただく。

目　　標
目標達成に向けた
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　　　　　　梨雲ハウス平戸

56 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

○ 2，利用者の2/3くらいの ○ 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

○ 2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある ○ 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 66 ○ 1，ほぼ全ての職員が

2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが 2，利用者の2/3くらいが

○ 3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

　梨雲ハウス平戸

　　　幸　水

 事業所名

 ユニット名

　Ⅴ　アウトカム項目

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
区過ごせている。
（参考項目：30,31）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所
理念をつくり、管理者と職員は、その理念を共
有して実践につなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けら
れるよう、事業所自体が地域の一員として日常
的に交流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知
症の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向
けて活かしている

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実
際、評価への取り組み状況等について報告や話
し合いを行い、そこでの意見をサービス向上に
活かしている

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事
業所の実情やケアサービスの取組みを積極的に
伝えながら、協力関係を築くように取り組んで
いる

・年６回の開催に努めました。
・家族より行事への積極的な参加への申し出が
あり共に過ごす時間が増えました。
・多くの家族が出席していただける中でいろい
ろな思いや要望、情報、アドバイス等を活かせ
るように努めています。

・行政による連絡会等への参加、お知らせは回
覧等しています。
・地域包括センター等での集まりには参加し
サービスの情報交換に努めています。
・単身の生活保護受給者には区役所の担当者と
相談しながら協力関係を築くよう努めていま
す。

・獅子舞・梨狩り・秋刀魚の会・夏祭り・
バザー等ボランティア、地域住民との交流に努
めています。
・町内会の防災訓練に参加し地域の一員として
利用者と共に生活していけるよう積極的に取り
組んでいます。

・地域老人会の方々、サークルグループの定期
的な訪問をいただいています。
・近隣の方々の行事へのお誘いをし、認知症の
理解と共に交流を心がけています。
・地域中学校（２校）の体験学習に協力し認知
症の理解を深めていただけるよう努めていま
す。

・ヘルパールーム、事務所に理念を掲示し皆で
共有、実践するように努めています。
利用者が今まで過ごされてきた時間を大切にな
がら、ホームでのあらたな時間を築き上げてい
くことに努めていきます。

　　　　　　梨雲ハウ
ス平戸

　Ⅰ　理念に基づく運営

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価
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自
己
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評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サー
ビス指定基準及び指定地域密着型介護予防サー
ビス指定基準における禁止の対象となる具体的
な行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を
含めて身体拘束をしないケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について
学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での
虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成
年後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必
要性を関係者と話し合い、それらを活用できる
よう支援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並
びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

・会議の中で勉強会を設け、職員への理解周知
に努め、「身体拘束をしないケア」の実践を心
がけています。
・危険防止・防犯のため、やむを得ず玄関の施
錠をしていますが、職員それぞれが鍵を携帯し
利用者が不自由な思いをしないように心がけて
います。

・契約前・契約時には重要事項説明書および契
約書をお話し、ホームでの生活を理解していた
だくことに努めています。
・入居年数が長くなり重度化に伴う不安・負担
についても、それぞれの様子に見合った対応を
心がけています。

・契約時、外部・内部の苦情相談窓口を説明し
連絡先を見やすいところに掲げています。
・ケアプラン打ち合わせ・運営推進会議・行事
等の中で利用者・家族との意識のすり合わせに
努め運営に反映するよう心がけています。

・勉強会を通して拘束と共に虐待の認識のすり
合わせをしています。言葉・姿勢に対して気付
いた時に話し合うことで確認し合っています。
・排泄・入浴等その際に変化（傷・痣）がない
か観察をしています。

・成年後見人（家族・司法書士）の方からお話
を伺い、グループホームでの生活の中からの関
わりを教えていただきました。
・今後、この制度を活用したい方がいらした時
は参考にできるよう支援していきたいと思いま
す。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりが
いなど、各自が向上心を持って働けるよう職場
環境・条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていく
ことを進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相
互訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上
させていく取組みをしている

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けな
がら、本人の安心を確保するための関係づくり
に努めている

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

・見学時、事前面談時の聞き取り、アセスメン
ト時に今までの生活様式・環境・状況を把握す
ることに努めています。
・ご本人に向き合い、不安・要望等思いの把握
に努め入居していただけるよう努めています。

近隣の他事業所の行事に参加し、代表者・管理
者・ケアマネジャー・職員との交流の時間から
サービスについて意識の向上に努めています。

・「梨の実塾」を年５回開催しています。外
部・内部から講師をお願いし、技術・知識・意
識の向上に皆で取り組んでいます。
・研修内容をフロア会議で報告し理解・周知に
努めています。

・職員のライフスタイルを重視し（家庭環境・
日数・時間帯・時間数）皆が安心して携われる
よう職場の環境整備に努めています。
・緊急時の対応、突発的な事情による遅刻早
退・欠勤・休職にも柔軟に対応できるよう努め
ています。

・申し送り・朝礼・会議・起案書等で職員の意
見や要望、提案を出していただく機会を設けて
います。また、いつでも気軽に意見等が言える
雰囲気作りに努めています。
・代表者、管理者からの声かけを心がけていま
す。
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実施状況 実施状況
次のステップに向けて
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自
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外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾
けながら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族
等が「その時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努めてい
る

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置か
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いてい
る

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置か
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に本
人を支えていく関係を築いている

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めてい
る

・一緒に食卓を囲み喜怒哀楽を共有し、安心し
て生活できるように努めています。
・その都度、家族と確認しあい出来る事、やり
たい事をしていただきながら生活していただけ
るよう支援しています。（食事づくり・配膳下
膳・洗濯干し・ごみ出し・伴奏・落ち葉掃き）

・家族のご都合のよい時間に面会していただい
ています。（教会・コンサート・散歩・食事）
・相談の上、ご自宅への外泊・外出・食事を楽
しまれています。
・家族の気持ちを受け止めホームとして良好な
関係づくりに努めています。

・家族、親戚、知人等の面会・外出はご自由に
していただいています。（買い物・食事・コン
サート等）
・居室で家族・知人とのおしゃべりを楽しみ、
大好物を召し上がったりしています。

・見学、面談、入居にあたり聞き取り、話し合
いでご希望、悩み、不安等を受け止めることに
努めています。
・家族が気軽に思いを出していただけるような
雰囲気づくりに配慮し、良い関係づくりに努め
ています。

・入居前後より家族と意見のすり合わせを重ね
ることで、少しでも安心していただけるよう
に、その方の必要とすることを考えて対応する
ことを心がけています。
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次のステップに向けて
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外部評価

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよ
うな支援に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまで
の関係性を大切にしながら、必要に応じて本
人・家族の経過をフォローし、相談や支援に努
めている

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把
握に努めている。困難な場合は、本人本位に検
討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活
環境、これまでのサービス利用の経過等の把握
に努めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有す
る力等の現状の把握に努めている

・本人の希望・意向の把握に努めています。
・意思疎通の困難な方には生活リズムを把握しな
がら、職員間で話し合い支援に努めています。
・食事介助等、利用者の意思を尊重し時間に捉わ
れず利用者のペースを大切にしています。

・朝礼、申し送りの中で一人ひとりの心身状態
を把握し共有することに努めています。
・食事、排泄、睡眠、バイタル、歩行状況等か
ら気付きについて、ケースノートに記録し活用
しています。

・お茶、汁物等、利用者の好みに合わせた温か
さでお出ししています。
・利用者との会話の中から、これまでの生活の
様子や家族からの情報の提供をしていただきや
すい環境づくりに努めています。

・利用者同士の関係性の把握に努め、見守り・関わること
で穏やかに過ごしていただけるよう努めています。
・アクティビティ等で利用者が苦手なことでも職員が手伝
わせていただくことで楽しんでもらえるよう努めていま
す。
・難聴の方には孤立しないように、職員の介入によって関
われるよう努めています。

・「ひよどりの会」に入会していただき退居さ
れた方・退職された職員等との交流に努めてい
ます。（行事への参加、お手伝い・勉強会への
お誘い）
・退居された方からの要望等に応えられるよう
職員間で話し合いに努めています。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
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26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり
方について、本人、家族、必要な関係者と話し
合い、それぞれの意見やアイディアを反映し、
現状に即した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫
を個別記録に記入し、職員間で情報を共有しな
がら実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔
軟な支援やサービスの多機能化に取り組んでい
る

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把
握し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊
かな暮らしを楽しむことができるよう支援して
いる

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援
している

・利用者各々、定期的に受診・往診をしています。
・利用者と家族の状況の変化にともない、かかりつけ医
の変更にも相談しながら速やかに良好に行えるよう努め
ています。
・急変時等には、かかりつけ医より家族へ納得していた
だけるよう丁寧に説明していただいています。

・利用者の様子をみて、受診・面会・外出・外
泊など柔軟に対応するよう心がけています。

・地域のサークル、尺八、車いすの保守点検、
畑の耕作など地域の方々に協力していただいて
います。
・定期的に訪問していただいていることで、馴
染みの関係になっています。利用者・職員も一
緒に楽しんでいます。（お茶の会・幼稚園児の
訪問）

・本人、家族の意向を反映するように話し合い
に努めています。また、それにともない職員間
での話し合いに努め、現状に見合った計画をた
てるようにしています。
・日々の身体の変化について、かかりつけ医と
相談しながら計画をたてるよう心がけていま
す。
・気付きや提案等、各々ケースノートや連絡事項
等に記録し、申し送り時に確認・周知し情報の共
有に努めています。
・勤務形態が様々なため、職員間のコミュニケー
ション・チームワークを図るようにしています。
・介護日誌、個人記録の充実に努めています。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報
や気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等
に伝えて相談し、個々の利用者が適切な受診や
看護を受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるよう
に、病院関係者との情報交換や相談に努めてい
る。又は、そうした場合に備えて病院関係者と
の関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事
業所でできることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

・年２回消防署の指導のもと、防災訓練・避難
訓練を行っています。
・災害時を考慮し備蓄倉庫を設置し、室内外の
環境整備に努めています。
・防災用具や衛生用品など日常生活用品の確保
に心がけています。

・入院時、詳細な情報を伝えています。退院に
むけて医師・看護師と前もって話し合う時間を
いただいています。
・急変時の対応についても速やかに報告し、指
示を仰げるようにお願いしています。

・ケアプラン時、家族の意向を伺い、その旨を
かかりつけ医に報告しています。
・家族、かかりつけ医、職員の三者の話し合い
を持つことで方針の共有・対応に努めていま
す。
・日頃から本人・家族の意向の把握に努めてい
ます。
・日中、夜間の急変・事故時のマニュアルは目のつ
くところに掲示しています。
・ケアプランの打ち合わせ時に、利用者の対応・連
絡先等を記載し分かり易くしています。
・事故防止のため、ヒヤりハットの活用に努めてい
ます。
・職員間の連携をとるように努めています。

・訪問看護師の訪問を受けています。訪問時、
日々の変化を報告しています。
・早急に対応が必要と思われる場合は、訪問看
護師・かかりつけ医に連絡し指示を仰いでいま
す。
・訪問看護師と相談しながら支援に努めていま
す。
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36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバ
シーを損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどの
ように過ごしたいか、希望にそって支援してい
る

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよ
うに支援している

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの
好みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒
に準備や食事、片付けをしている

・食事の支度（野菜の皮むき・きざみ・餃子包
み・ハンバーグ・コロッケ等）を手伝っていた
だいています。
・利用者の誕生日には召し上がりたいものを伺
い、皆でお祝いをしています。

・利用者の生活リズムを大切にした対応に努め
ています。
・起床、就寝についてもその日の様子や体調等
を考え、利用者のペースを重視した支援を心が
けています。

・衣類等着替える時に、利用者に選んでいただいていま
す。
・おしゃれに興味がある方には、口紅・マニュキアなど職
員と一緒に楽しんでいます。
・利用者自身が身だしなみを心がけてもらえるよう、身近
なところに鏡を置いています。
・ボランティアの美容師にお気に入りの髪型にしていただ
いています。

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

・食事、入浴、排泄、アクティビティ等の声か
けをし、自己決定をしていただくよう努めてい
ます。
・指示的な言葉づかいにならないよう、心がけ
ています。

・昨年に引き続き年間目標に「接遇」を掲げま
した。毎月、具体的な事柄をあげ職員に周知し
ていただいています。
・居室訪問時のノック、言葉づかいなど職員そ
れぞれが意識を持って、対応することを心がけ
ています。

㈱R-CORPORATION外部評価事業部



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ
て確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習
慣に応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、
一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔
ケアをしている

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひと
りの力や排泄のパターン、習慣を活かして、ト
イレでの排泄や排泄の自立に向けた支援を行っ
ている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴
を楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯
を決めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援
をしている

・排泄チェック表を作成し、利用者の特性の把
握に努めています。
・毎朝、ヨーグルトや飲み物の工夫など食べ物
による摂取に努めています。
・個々に合った運動をしていただけるよう心が
けています。

・利用者のその日の様子やバイタル測定、入浴
時間、好みの湯温を考えて、入浴を楽しんでい
ただいています。
・菖蒲湯、ゆず湯、みかん湯など（地域の方々
の協力）で季節を感じていただけるよう努めて
います。

・毎食後、利用者に見合った口腔ケアの実践に
努めています。
・口腔ケアになかなか応じていただけない場合
は、根気よく納得していただけるよう声かけに
努めています。

・排泄チェック表から利用者の生活リズムに
合った声かけに努め、一人ひとりのサインを見
逃さないよう誘導することを心がけています。
・立位のとれる利用者には、可能な限りトイレ
にお連れするよう努めています。

・一日の食事量や水分量を記録しています。
・個々の状態に合わせてキザミ・ミキサー・盛り付
け分量等の工夫をしています。
・食事、水分摂取の少なめな方には、声かけや好物
を用意するなど工夫をしています。

㈱R-CORPORATION外部評価事業部



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよ
う支援している

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、
用法や用量について理解しており、服薬の支援
と症状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、
一人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援に努めている。また、普段
は行けないような場所でも、本人の希望を把握
し、家族や地域の人々と協力しながら出かけら
れるように支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解
しており、一人ひとりの希望や力に応じて、お
金を所持したり使えるように支援している

・家族の理解を得て、お財布を所持されていま
す。所持することで安心されています。
・利用者の希望のものを購入するために一緒に出
かけ、喜ばれていました。また、ホームでのバ
ザーで好きな食べ物や気に入った洋服をを買い求
め、楽しんでいただいています。

・陽気のよい日に体調をみて、散歩・ドライブ・外食等を
して気分転換に努めています。
・水分や食事を思うように摂取できない利用者には、口当
たりの良いものや好物を考え、対応に努めています。
・利用者の個性を把握し、役割を持てるように支援してい
ます。（食器洗い・エレクトーンの演奏）

・体調をみて散歩・ドライブ等を楽しんでいま
す。
・家族や知人、職員との外出・外食・買い物を
楽しんでいます。（コンビニ・ホームセンター
等）

・一人ひとりの睡眠パターンに合わせ、好きな
時間帯に休んでいただいています。
・昼夜を問わず、居室の明暗・温度・湿度音な
ど希望を伺いながら安心して休息していただけ
るよう支援しています。

・服薬の目的・用法・効能を記載した配薬表を
る作り、確認に努めています。
・誤薬防止のため、職員間でチェック体制（名
前の確認等）を作り、服薬支援に努めていま
す。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手
紙のやり取りができるように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、
浴室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混
乱をまねくような刺激（音、光、色、広さ、温
度など）がないように配慮し、生活感や季節感
を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫
をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った
利用者同士で思い思いに過ごせるような居場所
の工夫をしている

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活
かして、本人が居心地よく過ごせるような工夫
をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わ
かること」を活かして、安全かつできるだけ自
立した生活が送れるように工夫している

・月２回のフラワーアレンジをリビングに飾
り、季節のお花で季節感を感じていただいてい
ます。
・リビングや廊下、居室に利用者の作品や季節
に応じて行われた行事の写真をはり、楽しんで
いただいています。

・建物内部はバリアフリーです。廊下・トイ
レ・浴室に手すりを備えています。
・時計やカレンダー、メニューボードや利用者
の作品等を、目のつき易いところに設置してい
ます。出来ることを本人の役割として生活でき
るよう支援しています。

・和室にソファーを置き、好きな時間に思い思
い過ごしていただけるようにしています。
・気の合った利用者同士で居室の行き来をされ
ています。
・事故やトラブルのないように見守りを心がけ
ています。

・馴染みの品物（写真・小物等）を居室に置い
ていただいています。
・居室で快適に過ごしていただくために、家具
等の配置を利用者・家族・職員と相談し安全・
安心に努めています。

・利用者の希望に対応しています。電話の取り
つぎは時間に関係なく取りついでいます。
・ボランティアの指導で絵手紙を描かれ、季節
ごとに家族や知人の方々に送っています。
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事業所
　　　　　　梨雲ハウス平戸

作成日

〔目標達成計画〕

優 項

先 目 現状における 目標達成に

順 番 問題点、課題 要する期間

位 号

1 27
個別のヒヤりハットを
書いてはいるが、活か
されていない。

職員の意識の統一を
図り事故を防ぐ。

12か月

注1）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注2）項目数が足りない場合は、行を追加すること。

目　標　達　成　計　画

ヒヤリハットの報告書
を読むこと。
対応策の検討を行う。
見守り強化など抽象的
な言葉ではなく具体的
な改善方法を考え行
う。

目　　標
目標達成に向けた

具体的な取組み内容

平成25年2月25日
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